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【概要】 近い将来、高齢者になっても働き続けなければならない社会が来ると予想されます。この時、あ

る程度認知機能が低下した元気高齢者が、周囲と摩擦なく仕事ができる職場環境が必要となります。そこ

で実際に元気高齢者に軽作業をしていただき、どの程度自分の予想と現実との間にずれがあるか、仕事中

どの程度時間が自分の感覚とずれているか、文章の作成にどの程度時間がかかるか等を定量的に把握す

ることとしました。 

【研究内容】 

本研究では、元気高齢者の認知機能と作業能力の定量的評価を目指しました。そこで、元気高齢者 5

名（60 歳 3 名（男性 1・女性 2）、76 歳 1 名（女性）、80 歳 1 名（男性））に一日の作業時間の計画を立て

ていただき、終了後それぞれの作業時間、真の時間および作業量を計測しました。計画した作業時間と終

了後自己申告した作業時間とのずれを主観的ずれとし「プランニング能力」を、終了後自己申告した作業

時間と真の時間とのずれを客観的ずれとし「時間感覚能力」を、作業量から「作業能力」を評価しました。

その結果、主観的ずれ、客観的ずれから評価した「プランニング能力」「時間感覚能力」は 60 歳と比べ

76,80歳群は有意に低下しました。また作業量で評価した「作業能力」も60歳と比べ76,80歳群は有意に

低下しました。 

以上より、元気高齢者は 70 歳代以上になると、認知機能・作業能力ともに衰えることが定量的に評価

できました。このことから、高齢者になっても働くために、一定時間前のアラームやデジタルメモといった補助

ツールを用いた支援が有効と考えられます。 

 

 

 

 

 

 

図 1. 主観的ずれと年齢の関係     図 2. 客観的ずれと年齢の関係       図 3. 作業量と年齢の関係 

【実用化・活用が見込まれる分野・対象業種等】 高齢者の就労支援、介護支援 
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